
犯罪の追跡可能性の確保
犯罪の痕跡の確実な記録と

迅速かつ的確な犯罪捜査への協力確保

死因究明体制の強化

・ 的確な検視の実施に資する人

員の増強、施設・資機材の整備等
・ 解剖医・解剖施設の充実、監察

医制度の更なる活用等

自動車ナンバー自動読取システムの
一層の整備活用

客観的な証拠の収集方法の整備強化

・ DNA型データベースの拡充、
DNA型鑑定資機材の整備等
・ DNA型鑑定、通信傍受等の

適正・効果的な運用

証拠の収集方法の拡充

裁判員制度の導入等により、

客観的証拠の収集方法の拡充
が一層重要に

匿名性の高い犯罪が発生し、

犯罪の痕跡をたどることが困難に

犯罪の追跡可能性の確保、証拠の収集方法の拡充犯罪の追跡可能性の確保、証拠の収集方法の拡充 資料７－２


